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備考 新型コロナウイルス感染症

施設区分 保育所 高齢者・障害者入所施設 医療機関
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流行性角結膜炎

急性出血性結膜炎

川崎病

マイコプラズマ肺炎

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

0

無菌性髄膜炎 定点設定なし

ー

クラミジア肺炎（オウム病は除く） 定点設定なし

＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザは前週より減少しました。

• 新型コロナウイルス感染症は前週と同数の発生数で

す。

• Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎（溶連菌）は前週より増

加しました。

• 感染性胃腸炎は前週より減少しました。

【 集団発生情報 】

高齢者施設における新型コロナウイルス感染症の集団

発生がありました。感染対策を徹底しましょう。

【 感染症コラム～アメーバ赤痢～ 】
• 赤痢アメ－バによる消化管の感染症で、世界で毎年

10万人程度が死亡しています。

• 感染経路は経口・糞口感染で、感染者の便中の赤痢ア

メ－バによって汚染された水、野菜、果物、肉類を生食

や、男性同性愛者間での性的接触（多数かつ増加傾

向）があります。渡航者によくみられる感染症ですが、

国内の福祉施設での集団発生もみられます。

• 潜伏期は数日から数年と不定で、感染者の1～2割に

下痢、粘血便、しぶり腹、排便時の下腹部痛等の症状

が現れます。イチゴゼリー状の粘血便が典型的で、数

日～数週間の間隔で症状が軽快/増悪を繰り返します。

• アメーバが腸以外の臓器に侵入すると発熱、右脇腹の

痛み、肝臓の脹れ、嘔吐、体重減少、だるさ等が起き、

治療が必要です。

• 全数報告疾病のため、患者を診断した医師は、７日以

内に最寄りの保健所に届け出る必要があります。
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